
大所帯のワーカーズ「つどい」は 

大勢で参加！ 

みんなでなぞなぞ 「わかる人？」 

品物を選びながら交流 

笑顔で自己紹介 

 

 

 

 

 

 

総会終了後、初めての試みで「スペシャル交流会」が開かれました。 

 

 所沢のお掃除ワーカーズ「きらら」の安藤さんが司会ではじまり

和やかに「なぞなぞ」などした後、全ワーカーズが自己紹介。配送

ワーカーズはまとまって、他のワーカーズはエリアごとに、それぞ

れ個性的に各ワーカーズの紹介をしました。 

その後は、各ワーカーズが持ち寄った品物の販売。日頃地域が離

れていてあまり会う機会のないワーカーズと和気あいあい、楽しく

おしゃべりしながら３０分で完売！ 

 最後は、全員で「一人の手」の替え歌を歌い、越谷のワーカーズ 

「ふるさと」安嶋さんの一本締めで終了しました。 

 

◆企画を提案し、実行委員になった情報文化部門担当運営委員

（前年度）「Mrs.ユニオン」の武田さんにお聞きしました。 

 

去年までは情報文化部門が主催し、部門内のワーカーズが中心と

なって品物を販売する『スペシャルマーケット』を実施していまし

たが、年に１度の総会に全ワーカーズで交流する機会を持ちたいと

いう要望があがり運営委員会に提案、承認され、各ワーカーズへの

呼びかけなど協力してくださり、無事に実施することができました。 

準備期間が少なかったのですが、皆さんの協力のおかげで大盛況、

各ワーカーズの紹介も好かったし、お惣菜や手づくり品、お野菜の

販売など盛り上がってよかったと思います。もう少し時間のゆとり

が取れたらよかったと反省もありますが、埼玉ワーカーズ一同の絆

を感じることができました。 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 

 

（まとめ・大塚） 

「はじめて参加しました。埼

玉にこんなにたくさんのワー

カーズがあるのだと実感でき

ました。」（こうさてん・打越

「皆さんの顔が見えて良かっ

た。楽しかったです。２年間ご

一緒した情報文化部門の方たち

と力を合わせて仕事ができたこ

とも、心に残りました。」（いと・


